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The dorsal aberrant slips of levator scapulae muscle observed 
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肩甲挙筋，菱形筋，前鋸筋からなる背側肩帯筋は，霊長類において形態が多様であり，その進化過程はロ
コモーションをはじめとする前肢の動作との関連が示唆されている．このうち肩甲挙筋はヒトにおいて破格
や変異が多数報告されているものの，それらの発生過程には不明な点が多い．朝日大学歯学部 2022 年度解
剖学実習において，81 歳男性（死因：老衰）の項部に，環椎横突起と第 7頸椎棘突起周囲の上後鋸筋起始
に付着する肩甲挙筋の背側迷束を両側に認めたため，支配神経に着目して筋の形態を詳細に調査し，系統
発生学的意義について考察した．本症例における肩甲挙筋背側迷束は，環椎横突起から起始して板状筋の外
側縁に沿って内側下方へ走行し，停止 となって上後鋸筋起始 に合流し第 7頸椎および第 1胸椎の棘突起
に停止した．両側ともに，背側迷束の支配神経はC3 の肩甲背神経であり，肩甲挙筋のうち環椎から起始す
る筋束の支配神経と共同幹を形成した．以上の所見から，肩甲挙筋背側迷束は，肩甲挙筋の中でも特に上部
の筋束と近い関係にある可能性が示唆された．他の霊長類では，後頭骨から起始して肩甲骨に停止する菱形
筋頭部筋束の存在が報告されており，肩甲挙筋の上位頸椎から起始する筋束と同じ神経枝に支配されること
がわかっている．したがって，本症例で観察された肩甲挙筋背側迷束は，他の種における菱形筋頭部筋束に
相当すると考えられる．背側肩帯筋は，頸部でひとつの筋原基として発生したのち各筋へ分化しながら背側
へ移動する過程で，上位頸神経に支配される部分が各種に応じた付着部位へ移動して菱形筋頭部筋束や肩甲
挙筋の上部筋束となることで，霊長類における多様な形態へと変化してきたと考えられる．

キーワード：肉眼解剖学，肩甲帯，神経支配

Dorsal shoulder girdle muscles, consisting of the levator scapulae, rhomboid, and anterior serratus 
muscles, are morphologically diverse in primates. Evolutionary processes of the muscles have been suggested 
to be related to locomotion and forelimb use. Among them, the levator scapulae muscles have been reported 
to have many anomalies and mutations in humans, but developmental processes remain unclear. During 
anatomical dissection class, dorsal aberrant slips of the levator scapulae muscles, which attached to the 
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【材料および方法】

症例が観察されたのは 2022 年度朝日大学歯学部解
剖学実習において解剖した 81 歳男性の遺体（遺体番
号：1480）であった．死因は老衰で，項部とその周辺
に手術痕や病的所見は認めなかった．遺体は 10％ホ
ルマリン（3.6％ホルムアルデヒド水溶液）で灌流固
定されたのち，冷蔵室で保存されていた．背部および
項部の剥皮を行ったのち，僧帽筋を棘突起から切離し
て外側へ反転し，続いて大小菱形筋を棘突起から切
離する過程で肩甲挙筋背側迷束が認められた（図 1）．
肩甲挙筋，菱形筋を解剖して起始と停止を記録したの
ち，これらの支配神経である肩甲背神経を各分節の根
部まで追跡し，筋とともに一塊で摘出した．摘出標本
はゴムボードにピンで固定し，双眼実体顕微鏡を用い
て支配神経をより詳細に剖出した．筋と支配神経の形
態はデジタル写真とスケッチで記録した．本症例報告
は，日本解剖学会の「解剖体を用いた研究についての
考え方と実施に関するガイドライン」および文部科学
省の「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」
に基づく，所属機関の倫理審査および承認を必要とし
ない少数の破格例の報告である．

【結　　果】

左側の肩甲挙筋は，第 1から第 5頸椎の横突起から

【諸　　言】

肩甲挙筋，菱形筋，前鋸筋からなる背側肩帯筋は，
肩甲骨と体幹を結びつける筋であり，その形態はロコ
モーションをはじめとする前肢の動作に適応して変化
してきたとされる 1）．ヒトにおいて，第 1から第 4頸
椎の横突起から起始して肩甲骨上角に停止する肩甲挙
筋には，一部の筋束が他の部位に停止する迷束がみら
れる場合があり，迷束の位置が肩甲挙筋よりも背側か
腹側かによってそれぞれ背側迷束，腹側迷束と呼ばれ
る 2）．これらの肩甲挙筋迷束については古くから多数
の報告が存在する 3-5）ものの，その発生過程は未だ不
明である．こうした筋の変異や破格は，肉眼的な筋の
形態とその支配神経の形態に基づいて，発生学的背景
を考察することが可能である 4，6）．すなわち，ヒトで
みられた肩甲挙筋の変異について，神経支配に着目し
て形態を詳細に調査することは，その発生過程の考察
を通じてヒトの進化における背側肩帯筋の適応を解明
することに寄与できると考えられる．2022 年度朝日
大学歯学部解剖学実習において，環椎横突起と第 7頸
椎および第 1胸椎棘突起から起始する上後鋸筋 に付
着する肩甲挙筋の背側迷束を両側に認めたため，筋と
その支配神経の詳細な形態を報告し，肩甲挙筋を含む
背側肩帯筋の形態形成と系統発生学的意義について考
察する．

transverse process of the atlas and the spinous process of the seventh cervical vertebra and the fi rst thoracic 
vertebra, were found bilaterally in an 81-year-old man （cause of death: senility）. The muscle morphology 
was investigated in detail focusing on its innervation pattern, and its phylogenetic significance was dis-
cussed. In this case, the dorsal aberrant slips of the levator scapulae muscle originated from the transverse 
process of the atlas, ran medially downwards along the lateral border of the splenius muscle, inserted into 
the spinous processes of the seventh cervical and fi rst thoracic vertebra while merging with the originating 
tendon of the serratus posterior superior muscle. Bilaterally, the innervating nerve of the dorsal aberrant 
slip was the dorsal scapular nerve derived from C3, which formed a common trunk with the innervating 
nerve of the muscle bundle of the levator scapulae muscle originating from the atlas. These fi ndings sug-
gested that the dorsal aberrant slips of the levator scapulae muscle may be closely related to the upper mus-
cle bundle of the levator scapulae muscle. The presence of rhomboid capitis muscle bundles, which originate 
from the occipital bone and inserted into the scapula, has been reported in other primates. It is known that 
they are innervated by the same nerve branches as the muscle bundles of the levator scapular muscle origi-
nating from the upper cervical vertebrae. Therefore, the dorsal aberrant slips of the levator scapular muscle 
observed in this study may correspond to the rhomboid capitis muscle bundles in other primate species. In 
the process of development, dorsal shoulder girdle muscles are derived from a single muscle anlage and 
then migrates dorsally while diff erentiating into three muscles. The part of dorsal shoulder girdle muscles 
innervated by the superior cervical nerve might change into diverse morphologies in primates, with moving 
to various attachment sites such as rhomboid capitis muscle bundle, aberrant slip of the levator scapulae 
muscle, and the upper muscle bundle of the levator scapular muscle.

Key words：Gross anatomy, Shoulder girdle, Innervation
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起始し，肩甲骨の上角へ停止した．迷束は環椎横突起
から 3.7 mmの幅で起始し，頸板状筋の外側縁に沿っ
て内側下方へ走行したのち，幅8.1 mmの停止 となっ
て上後鋸筋の起始 膜に合流し第 7頸椎と第 1胸椎の
棘突起に停止した．全長 98.1 mm の紡錘状で，第 4
頸椎の高さで最も太く最大幅 10.0 mm, 最大厚 2.9 mm
であった．左側において，肩甲背神経は第 3から第 5
頸神経の枝からなり，そのうち第 3頸神経の枝が肩甲
挙筋の環椎横突起から起始する筋束に進入する枝を分
枝したのち，肩甲挙筋背側迷束に進入した（図 2）．

右側の肩甲挙筋は第 1 から第 4 頸椎の横突起から
起始し，肩甲骨の上角へ停止した．肩甲挙筋の背側
迷束は左側と同様に環椎横突起から 4.9 mmの幅で起
始し，13.4 mm 幅の停止 は上後鋸筋の起始 へ合
流し第 7 頸椎と第 1 胸椎の棘突起に停止した．全長
99.1 mmの紡錘状で，第 3頸椎の高さで最も太く最大
幅 15.0 mm，最大厚 3.3 mmであった．右側の肩甲背
神経は第 3から第 5頸神経からなり，そのうち第 3頸
神経はまず背側迷束へ進入する神経枝が分枝し，その
後肩甲挙筋の環椎と軸椎から起始する筋束と小菱形
筋に分布した（図 3）．両側で，肩甲挙筋腹側迷束や，

周辺の菱形筋や板状筋，上後鋸筋における変異および
破格はみられなかった．

【考　　察】

項部の筋においては，統計的に通常とは異なる形態
である破格がみられる場合があり，特に肩甲挙筋の破
格として，筋束の一部または過剰筋束が通常とは異な
る部位に付着することで形成される迷束が複数報告さ
れてきた 3‒5，7）．これらの破格筋は，その付着部位をも
とにした名称が各報告で提案され，例えば環椎横突起
から起始して下位頸椎および上位胸椎の棘突起に停止
する筋束は菱形載域筋（M. rhombo-atloideus） 3），後
頭骨から起始して肩甲骨の上角および内側縁に停止す
る筋束は後頭肩甲筋 （M. occipito-scapularis） 8）のよう
に，それぞれ異なる名称で別の筋として考えられてき
た．またこれらの筋は，板状筋のすぐ外側に位置し，
走行も似ていることから，かつては板状筋に由来する
という説が提唱されていた 7）．その後，Eisler は，神
経支配に着目した肉眼解剖学的調査を行い，それらの
筋が全て肩甲背神経に支配されることから，異なる形
態の複数の破格筋を肩甲挙筋の背側迷束または腹側迷
束としてまとめ，肩甲挙筋と由来が同一であるとし

図 1：本症例でみられた肩甲挙筋背側迷束 （＊）
肩甲挙筋を肩甲骨から切離し，さらに外側へ翻転した図．
C5‒7，第 5‒7 頸椎；LS, Levator scapulae muscle 肩甲挙筋；Sp, Splenius muscle 板状筋；SPS, 
Serratus posterior superior muscle 上後鋸筋
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た 4）．すなわち，菱形載域筋や後頭肩甲筋などの名称
で報告されてきた筋は，Eisler による報告 4）に基づい
て，以後すべて肩甲挙筋背側迷束と呼称されるように
なったのである．実際に，その後わが国におけるいく
つかの報告および解剖学書では，個々の筋を扱いなが
らも原則としてEisler の説に従っている 5）．肩甲挙筋
背側迷束は，2つの付着部位のうちどちらが起始であ
るかについては議論が分かれる 3‒5，7，8）が，本症例報告
では肩甲挙筋に合わせて頸椎横突起付着部を起始とし
て述べる．本症例で観察された肩甲挙筋背側迷束は，
左右ともに環椎横突起から起始し，第 7頸椎と第 1胸
椎の棘突起に停止した．この形態から，本症例で観
察された肩甲挙筋背側迷束は，Eisler により肩甲挙筋
背側迷束にまとめられた個々の筋のうち，菱形載域筋 
（M. rhombo-atloideus）3）と呼ばれていた筋に相当す

る．日本人 76 体 152 側の肩甲挙筋を解剖学的に調査
した報告 5）では，菱形載域筋は 13 側（8.6％）にみられ，
両側性のものは 76 体中 4 体であったため，本症例は
比較的稀な例といえる．
本症例で観察された肩甲挙筋背側迷束の大きさや付
着部位について，過去に報告された肩甲挙筋背側迷束
についての文献 9，10）とともに示す（表 1）．肩甲挙筋
背側迷束については近年でも複数の報告があるもの
の 11‒14），長さや幅の計測等を含めて詳細に評価した文
献は国内で報告された 2報 9，10）のみが該当した．本症
例は過去の報告と比較して筋長や筋幅等に特徴的な数
値は認めず，過去に報告された他の肩甲挙筋背側迷束
と類似した大きさを示した．本症例で観察された肩甲
挙筋背側迷束は，付着部位から，両側が働く場合には
頸椎の伸展，片側が働く場合には環軸関節の同側への

図 2：左側の肩甲挙筋背側迷束 （＊），上後鋸筋，菱形筋とその支配神経
肩甲挙筋，菱形筋を外側へ翻転した図．第 3頸神経由来の肩甲背神経が第
2‒3 頸椎間の椎間孔から出て，環椎から起始する肩甲挙筋の筋束に進入する
枝を分岐したのち，肩甲挙筋背側迷束へ進入する （矢頭）．
C1‒7， 第 1‒7 頸 椎；LS, Levator scapulae muscle 肩 甲 挙 筋；RMaj, 
Rhomboid major muscle 大菱形筋；RMin, Rhomboid minor muscle 小菱形筋；
Sp, Splenius muscle 板状筋；SPS, Serratus posterior superior muscle 上後
鋸筋；Th1, 第 1 胸椎
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図 3：右側の肩甲挙筋背側迷束 （＊），上後鋸筋，菱形筋とその支配神経
肩甲挙筋，菱形筋を外側へ翻転した図．第 3頸神経由来の肩甲背神経が第 2‒3 頸椎間
の椎間孔から出て，背側迷束に進入する神経枝 （矢頭） と肩甲挙筋および小菱形筋へ
進入する神経枝に分岐する．
C1‒7，第 1‒7 頸椎；LS, Levator scapulae muscle 肩甲挙筋；RMaj, Rhomboid major 
muscle 大菱形筋；RMin, Rhomboid minor muscle 小菱形筋；Sp, Splenius muscle 板
状筋；SPS, Serratus posterior superior muscle 上後鋸筋；Th1, 第 1 胸椎

表 1：本症例と過去の報告における肩甲挙筋背側迷束の一覧
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回旋および頸椎の同側への側屈に作用することが考え
られる．
本症例において，肩甲挙筋背側迷束の支配神経は両

側ともに第 3頸神経に由来し，肩甲挙筋のうち環椎か
ら起始する筋束の支配神経と共同幹を形成したことか
ら，肩甲挙筋の中でも特に上部の筋束と近い関係にあ
る可能性が示唆された．過去に報告された菱形載域
筋の支配神経も，本症例と一致して，全て第 3 頸神
経に由来する神経枝である 5）．背側肩帯筋は発生過程
において，頸部の腹側で 1つの筋原基として出現し，
その後背側へと移動しながら各筋に分化するとされ
る 15‒17）．本症例でみられた肩甲挙筋背側迷束の支配神
経の形態はこの説を支持する結果であり，肩甲挙筋背
側迷束は背側肩帯筋が肩甲挙筋，菱形筋，前鋸筋へ分
化する過程で一部の筋束の付着部位が変化して生じた
ものであると考えられる．その中でも特に，菱形載域
筋は，第 3頸神経支配部分に由来すると考えられる．
比較解剖学的に，霊長類における背側肩帯筋は，種ご
とに起始範囲が異なり，一部の種では菱形筋が胸椎や
頸椎の棘突起のみならず後頭骨からも起始することが
わかっている 18）．近年，複数の霊長類種における背側
肩帯筋の支配神経の詳細な調査により，カニクイザル
において後頭部から起始する菱形筋頭部筋束が，上位
頸椎から起始する肩甲挙筋の筋束と同じ神経枝に支配
されることが報告された 19）．本症例でみられた肩甲挙
筋背側迷束はこのカニクイザルにおける菱形筋頭部筋
束と支配神経の分布が同じであることから，ヒトで見
られる肩甲挙筋背側迷束は，他の種における菱形筋頭
部筋束に相当すると考えられる．したがって，霊長類
において，背側肩帯筋のうち上位分節の頸神経に支配
される部分は，菱形筋頭部筋束，肩甲挙筋背側迷束，
肩甲挙筋上部のいずれにもなりうるものであり，種に
よって機能に応じた形態に変化している可能性がある．

【結　　論】

2022 年度朝日大学歯学部解剖学実習で使用された
遺体において，環椎横突起と第 7頸椎および第 1胸椎
棘突起に付着する肩甲挙筋背側迷束が両側に観察され
た．神経支配を詳細に解析した結果，肩甲挙筋背側迷
束は肩甲挙筋の環椎から起始する筋束と近い関係にあ
る可能性が示唆された．肩甲挙筋背側迷束は，発生過
程で 1つの筋原基として生じた背側肩帯筋のうち，上
位分節の頸神経に支配される部分が由来となってお
り，これが肩甲挙筋，菱形筋，前鋸筋へ分化する過程
で付着部位が変化して生じたものであると考えられ
る．また，比較解剖学的に，肩甲挙筋背側迷束は他の
霊長類種でみられる菱形筋頭部筋束に相当し，肩甲挙

筋の上位分節頸神経支配部分は，肩甲挙筋や菱形筋頭
部筋束など，種によって機能に応じた形態へ変化して
いる可能性がある．
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